
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 
 

学校における 

危機管理マニュアル 

都城市立姫城中学校 



都城市立姫城中学校 危機管理マニュアル 

 

令和６年５月１日改訂 

１ はじめに 

  日々の学校生活の中で、生徒や教職員が直面しうる様々な危機について、回避するための事前の危機

管理、危機発生時の対応、危機発生後の対応について、危機管理マニュアルを整備することにより、生

徒及び教職員の生命を守るとともに安全確保を図る。 

 

2 危機管理についての基本的事項 

（１）未然防止のための危機管理について 

   生徒及び教職員の生命尊重を第一に、これまで学校内外で発生した様々な危機を念頭に置きなが

ら、危機を予知・予測するとともに、施設・設備に関する定期的な点検を実施したり、自他の生命や

身体の安全を守るための方策等を生徒に講じる等、全生徒及び教職員で危機の回避方法や解決策等の

情報共有を行う。 

（２）危機発生時の対応について 

  危機が発生した場合に、生徒及び教師の生命や身体の安全を守るための適切な対応が取れるよ

う、様々な危機事象における対応策を熟知しておく必要がある。 

（３）危機発生後の再発防止に向けた取組について 

    危機発生時の対応について、事態収拾後に振り返り、再発防止に向けた取組を実践していくこと

が重要である。また、未然防止の取組も含め、定期的に評価・改善を行い、安心して学校生活を送

ることができる環境づくりに努める。 

 

上記の取組及び対応をより確実なものにするために、以下の（４）～（９）についての充実を図る。 

 

（４）体制整備 

  ・校長を責任者として、学校安全に取り組む組織体制を整備する。 

  ・家庭・地域・関係機関との連携を密にし、学校安全に対する取組等について情報共有を行う。 

（５）安全点検及び安全管理 

  ・定期的に校内の安全点検を実施し、危険個所の確実な把握及び修復に努める。 

（６）職員研修の実施 

  ・年度当初、長期休業中の職員研修において、危機管理に関する共通理解事項を確認し、不測の事態に

備える。 

（７）安全教育 

  ・安全教育の実施を通して、生徒の危険予測や危機回避能力を育成するともに、安全に関する意識

を高める教育を行う。 

・警察、消防署、地域人材の活用により、より具体的で実践的な安全教育を行う。 

（８）避難訓練 

  ・火災、津波・地震、不審者侵入等を想定した避難訓練を実施し、災害等が発生した際の生徒及び

教職員の危機対応能力を高める。 

（９）「いのちを大切にする教育」の実践 

  ・授業を含む全教育活動を通して、自他の命を尊重する生徒の育成を目指す。 

  ・いじめの未然防止に向け、学校の教育活動全体を通して、望ましい人間関係の醸成を図る。いじ

め防止に関しては、学校が定める「いじめ防止基本方針」について、全教職員で共通理解を図ると

ともに、取組について振り返り、毎年、見直しをしていく。 

 

◎ 以下の３～９については、想定される危機についての対応フローチャートである。 

 



３ 事故・急病時の対応 

（１）次のケースが生じた際は、ためらわずに救急車を呼ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）応急処置に必要なもの 

① ＡＥＤ → 体育館入口に設置してあるボックスの中（全職員にＡＥＤの場所を周知） 

② エピペン → 保健室 

③ 担 架 → 保健室前の廊下 

④ 救急バッグ → 保健室 

⑤ 内服薬 → アレルギーのある生徒が持っている緊急時の薬 

 

（３）救急車到着までの対応 

① 救急車が到着する前に、職員を校門付近に待機させ、速やかに案内・誘導させる。 

② 状況把握と情報収集を行い、救急隊に適切に伝える。 

・事故の詳細や具合が悪くなった状況    

・救急隊が到着するまでの容態の変化 

・応急手当の内容    

・かかりつけの病院、普段飲んでいる薬、血液型 

③ 家庭へ連絡し、保険証やお薬手帳の準備をさせる。 

 

 

○交通事故 

○高所からの転落 

○水泳時、水におぼれている 

○実習や実験における事故（薬品） 

○呼吸停止または呼吸が弱い 

○心肺停止 

○ショック症状（アレルギー症状を含む） 

○多量の出血 

○吐血や下血 

○広範囲のやけど 

○意識の障害 

○顔面のまひ 

○けいれんが止まらない 

○冷や汗を伴うような強い吐き気 

○突然の激しい頭痛 

○突然の高熱 

○突然の手足のしびれ 

○胸や背中の突然の激痛 

□突然の歩行困難 

第一発見者 

養護教諭 

近くの教職員又は

部活動顧問 

校長・教頭 

１１９番通

報 

家 庭 

都城市 

教育委員会 

① 「救急である」ことを伝える。 

② 校外活動中の通報の場合、居場所に

ついて、近くの大きな建物、目印等

を伝える。 

③ 事故や具合が悪くなった時間や状況 

④ 生徒名、年齢 

⑤ 通報者の名前、連絡先 



４ 不審者への対応 

（１）学校に侵入者がいたとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）平常時に確認しておくポイント 

 

 

 

 

 

 

不審者発見 生徒に近づけないようにしながら複数で対応する 

暴れたり凶器を所持

等危害を加える恐れ

がある場合 

用件があいまいな場合 盗撮の疑いがある場合 

校長室に連行する 退出を求める 

【報告・連絡・緊急時は 110 番通報】 
○学校教育課 23-9544  ○都城警察署 24-0110 

○南 小 学 校 22-3430   ○明道小学校 22-4297 

非常ベルを鳴らす 

警察   １１０番  

消防署 １１９番 

警備会社 22-5599 

・不審者の性別、人数 

・服装、容姿、年齢 

・現状説明、凶器の有無 

・負傷者の有無 

放送による避難指示 

緊急避難対応【生徒の命と安全が最優先】 

※負傷者がいる場合は、応急処置→１１９番 

【放送例】「これから臨時の集会を開きますので、全員

○○に集合してください。なお、○年生は○○室前の

廊下ではなく、○○室前の廊下を通ってください。」 

点呼 → 避難完了 不審者を隔離する 

①負傷者有無の確認・応急手当 
②不審者が確保され生徒の安全が 

守られるまで避難を継続 
③下校措置のレベルの決定 
④sigfy による保護者への配信 
（配信内容を校長・市教委と確認） 

①さすまた → 職員室前、事務室前 
②笛・消火器の使用、机・イスでバリ
ケードを作る。 

③生徒から注意をそらさせ、不審者を
生徒に近づけないよう上記の対応を
行いながら警察の到着を待つ。 

①不審者対応に関するポイントについて職員研修を実施（年度当初）※定期的に対応を確認 
②不審者に遭遇した時の対応について事前に生徒に周知徹底する（不審者対応教室他） 
③看板の掲示「許可なく校内立ち入りを禁止する」 
④正門付近や事務室前、校舎入口付近で「来客者」に気づいた職員は、必ず声掛けをする 

「こんにちは。ご用件をお伺いしましょうか？ 
⑤来客者には名札をつけてもらう（教頭机のうしろのスチール棚） 
⑥地域との連携を密にし、情報を入手しやすくしておく（見守り隊、こども 110 番の家など） 



５ 地震への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎平常時に確認しておくポイント 

 

 

 

 

 

地震発生 

各活動場所において、落下物から

の回避行動の指示（教科担任等） 

負傷者がいる場合 

緊急放送（教頭） 

○余震に備えて待機させる 

○揺れが収まったら避難指示 

※震度によっては、避難経路が

通行不可の可能性もあるの

で臨機応変な避難を促す。 

 

応急手当 

○養護教諭対応。状況に応じ

て職員で対応する。 

○速やかな１１９番通報 

○病院への付き添い、保護者 

への連絡 

強い揺れだった場合 弱い揺れの場合 

（余震なし） 

教育活動再開 

点呼 → 避難完了 

教育活動ができない 

教育活動が再開

できると判断が

下りた場合 

※保護者への引き

渡しができない

場合は、引き続

き避難の継続 保護者への引き渡し 

事後の対応や措置をする 

○校内の施設・設備の点検及び整備、教育再開準備 

○情報の整理と提供（今後の予定等について sigfy による保護者への周知） 

○負傷生徒・保護者への連絡及び心のケア 

○報告書作成 

○災害給付金の請求（文書作成） 

○避難経路等の見直し 

 

引き渡し完了の報告 

・教育委員会、市危機管理担当 

①年度当初の避難訓練の検討の際に、全職員で避難経路について確認する。 
②避難訓練や防災教育等を通して、生徒の避難に対する意識を高める。 
③普段から危険個所等を事前に把握しておき、避難時には通らないよう周知しておく。 



通報 通報 

情報提供 

支援 

指導 

支援 

情報提供 

支  援 

犯罪行為の 

通報・対応 
連 携 連 携 

６ いじめに対する措置(緊急時の組織的対応)  ※本校の「いじめ防止基本方針」P13 

 

① いじめの発見・通報を受けたときの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 情報の共有と分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発見した職員 

生 徒 指 導 主 事 

いじめ不登校対策委員会 
 

◇構成員 

校長 教頭 主幹教諭（教務） 生徒指導主事 

学年主任 教育相談担当  養護教諭  ＳＣ 

関係教諭（学級担任  部活動顧問） 

通報を受けた職員 

報告と対処 

方法の確認 

役割 

分担 

 

管 

理 

職 

 

教
育
委
員
会
へ
報
告 

 

職 

員 

会 

③ 調査・事実関係の把握 

④ 解決に向けた指導及び支援 

⑤ 関係機関への報告 

⑥ 継続指導・経過観察 
 

保 

護 

者 

 

 

生 

徒 

都 城 市 立 姫 城 中 学 校 
 

教 育 委 員 会 警  察  署 地   域 関  係  機  関 



（委員会招集） 

指導体制及び 

方針決定 

（校長） 

７ 虐待への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

虐待の情報 

生徒指導主事 又は 管理職 

通 告 

 

○本人・保護者から  ○本人の周囲から周囲から  ○教育相談 

○担任や養護教諭   ○学校生活アンケート 

○ＳＮＳ等の書き込み  ○デイリーライフ  ○学級日誌  等 

校内担当者会 

（ケース会議） 

【法的根拠】 

児童虐待防止法 

都城市児童虐待防止等に関する条例 

校長 教頭 主幹教諭 生徒指導主事 

養護教諭  当該学年主任 学級担任 

都城市こども家庭課職員 ＳＳＷ  

その他校長が必要と認める職員 

○身体的虐待 ○性的虐待 ○ネグレクト  ○心理的虐待  ○経済的虐待 
 
【児童虐待防止法 第６条】 

虐待を受けたと思われる子どもを発見した場合、確証がなくても速やかに

市町村児童虐待担当課又は児童相談所（子ども家庭センター等）に通告しな

ければならない 

南部福祉こどもセンター 

0986-22-4294 

都城市こども家庭課 

0986-23-0964 

子どもの命や人権が最優先であり、保護者との関係性を気にして通告を 

ためらわない 

⇒ 児童相談所虐待対応ダイヤル 189 

○早期発見  ○通告  ○継続的な支援  ○心のケアが最優先 
 
○保護者との信頼関係  ○速やかな対応  ○関係機関・専門家の活用と連携 

http://www4.city.miyakonojo.miyazaki.jp/mkj/reiki/reiki_int/reiki_honbun/r322RG00001853.html


８ 食物アレルギーへの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一発見者 
状態が急激に変化するため、すばやく重症度を判定する

とともに、養護教諭をはじめ他の職員の応援を呼ぶ。 

＜全身の症状＞  

○意識が朦朧としている

○ぐったりしている  

○尿や便をもらす  

○脈が触れにくいまたは 

不規則  

○唇や爪が青白い 

重症度が比較的低い 重要度が高い 

＜呼吸器の症状＞ 

○のどや胸が締め付けら 

れる  

○声がかすれる  

○犬が吠えるような咳  

○息がしにくい  

○持続する強い咳き込み 

○ゼーゼーする呼吸 

○悪化が予想される場合

には症状の出現を待たず

に左の対応をとる。 

○少なくとも１時間は観

察し完全に良くなるまで

絶対に目を離さない。 

＜消化器の症状＞  

○嘔吐を繰り返す 

○持続する強い（がまん 

できない）お腹の痛み  

上記の症状が 1つでも当てはまる場合は救急車を要請 

保護者へ連絡する。 ※かかりつけ医の確認 

① ただちにエピペンを使用する  

② 救急車を要請する（１１９番通報）  

③ その場で安静を保ち、救急隊を待つ  

（絶対に歩かせない！）  

④ 可能なら内服薬を飲ませる  

⑤ 仰向けにして足を上げる 

＜主な症状＞  

□数回の軽い咳  

□中程度のお腹の痛み 

□１～２回の嘔吐  

□１～２回の下痢  

□顔全体の腫れ  

□まぶたの腫れ  

□強いかゆみ  

□全身に広がるじんまし 

んまたは全身が真赤 

保護者へ連絡し受診を促す 

① 内服薬を飲ませエピペンを準備 

②  医療機関の受診 

③ 急速な進行が見られたら左記の 

対応  

④ 座らせて会話しながら容態を観

察すると重症度の判断がしやすい 



９ J アラートによるミサイル発射情報への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J アラート発令 

○ できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動する。  

○ 近くの建物や地下へ避難する。 

○ 適当な建物がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守る。 

【第 1 段階】 

「ミサイル発射。避難してください」 

 

【第２段階】 

「直ちに避難。ミサイルが落下する

可能性があります。 

 

J アラート発令 

【第３段階】 

「ミサイルが○○地方に落下する可能性があります。」 

○ 引き続き屋内に避難  

○ テレビ、ラジオ、インターネットなどを通じて情報収集に努める。  

○ 行政からの指示に従う。 


